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横浜ダイヤビルマネジメント株式会社（横浜市神奈川区／代表取締役社⾧ 福井健夫、三菱倉庫グループ）
が運営するショッピングモール「横浜ベイクォーター」では、環境負荷の低減と持続可能な社会の実現を目指
し、本年 10 月 1 日より食品リサイクルの取組みを開始します。 

本取組みは、三菱倉庫グループが掲げるサステナビリティ経営のマテリアリティのひとつである「気候変
動対策と環境保護の取組みの強化」に基づくもので、食品リサイクル・バイオガス発電施設を運営する「株式
会社 J バイオフードリサイクル」と連携し、横浜ベイクォーター内の飲食店全 27 店舗から排出される食品廃
棄物を活用します。この食品廃棄物から微生物の働きによってバイオガスを発生させ、再生エネルギーとして
発電することで電力を創出します。これにより、年間約 40t の GHG（温室効果ガス）排出量の削減（※）が見込
まれます。 

※横浜ベイクォーターの食品廃棄物年間排出量から算出（株式会社 J バイオフードリサイクル調べ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

その他、横浜市とヨコハマ SDGs デザインセンターが推進する食品ロス削減等への取り組みの一環とし
て、4F の「IKEA 横浜ベイクォーター」と連携し、３F 花の広場に「SDGs ロッカー」を新たに設置します。
このロッカーは、消費期限内でありながら廃棄されてしまう食品を通常よりお得な価格で販売するロッカー型
自動販売機です。今回設置するロッカーでは、「IKEA 横浜ベイクォーター」のホットドッグ用バンズ等を販売
する予定です。 

当社は今後も、三菱倉庫グループの一員として、地域やテナントの皆様と連携しながら横浜ベイクォータ
ーの運営を推進し、持続可能な社会の実現に向けて取り組んでまいります。 

 
 

 

横浜ベイクォーター  
食品廃棄物リサイクルを開始 

～年間約 40t の GHG 排出量削減見込み、持続可能な社会の実現へ～ 

↑株式会社 J バイオフードリサイクル  
リサイクル発電施設（横浜工場） 

←横浜ベイクォーター外観 

【 お客様からのお問合せ 】 
横浜ベイクォーター代表 TEL：045-577-8123 

【 報道関係者様からのお問合せ 】 
横浜ダイヤビルマネジメント株式会社 

広報 前田  TEL : 045-577-8121 
E-mail：pr@yokohama-bayquarter.com 

【 横浜ベイクォーター概要 】 
■名称：横浜ベイクォーター（英名：Yokohama Bay Quarter） 
■所在地：神奈川県横浜市神奈川区金港町 1-10 
■店舗数：約 80 店舗 
■営業時間：レストラン 11:00～22:00（一部 23：00）ショップ・サービス 11:00～20:00  
※店舗により異なる／最新情報はホームページへ 
■運営管理：横浜ダイヤビルマネジメント株式会社 
■アクセス：横浜駅きた東口 A から歩道橋「ベイクォーターウォーク」で徒歩 3 分 
      横浜駅東口からポルタ、そごう 2F 経由で徒歩 7 分 
■公式サイト：http://www.yokohama-bayquarter.com 


